
 

現在、沖縄県を中心に麻疹が流行しています。患者数は増加傾向にあり、

その多くは 20～30 歳代です。その他の県でも複数の患者が報告されて

おり、全国的に警戒が必要な状況です。とくに、ゴールデンウィークは帰

省や旅行などにより感染の機会が増加します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 治療  基本は対症療法のみ 

患者との接触後 72 時間以内にワクチン接種 

★ 予防  予防接種のみ（空気感染のため手洗いやマスクは無効） 
 

 
 
 

潜伏期

10～12日

カタル期

2～4日

発疹期

3～5日

回復期

7～10日

★

・38℃前後の発熱 

・結膜充血 

・咳、鼻水、 

喉の痛み  

・高熱（39.5℃以上） 

・発疹 

(顔→体幹→四肢) 
解熱 

コプリック斑 
(口腔内の白斑) 

解熱 

→ 癒合、色素沈着 

 

合併症：肺炎（約 6％）、脳炎（約 0.1％、致死率 15％）、 

中耳炎（約 7％）など 

＜Point＞ 

・ 麻疹ウイルスは極めて感染力が強い 

・ 初期症状は風邪と区別がつかない 

・ 学校保健安全法では・・・ 

 第 2 種の学校感染症 

 出席停止期間 解熱したのち 3 日を経過するまで 

その他、感染の恐れがないと認めるまで 
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